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What

How

Why なぜ学校と地域が連携協働するのか？

多彩な活動

どのような仕組みですすめるのか



学校運営について協議

協議に基づいて

アクション

地域とともにある学校運営

地域とともにある
学校運営

児童・生徒指導

学校運営協議会

学校

カリキュラム

学校運営

地域

地域学校協働活動

学校評価

学校の自己評価 学校関係者評価

//upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/7/7a/PDCA_Cycle.svg
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○学校運営に関する基本的な方針の
   承認をする。

○運営に関して意見を述べることができる。

○教職員の採用・任用に関して意見を
 述べることができる。

OK Let’s

学校運営協議会

最大の応援団
辛口の友人
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学校運営協議会で学校はもっと忙しくなる？

NO！

・学校の役割が明確になります

・みんなで担うことができます

・なかなかできなかった「スクラップ」ができます

・後ろ盾ができ、クレームが減ります
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■学校関係者評価は評価する、されるの関係ではなく、子どもたちや地域
のことについて、それぞれが「当事者意識」もつことが重要

■基本は自己評価

実施 公表 設置者への報告

①自己評価 義務 義務 義務

②学校関係者評価 努力義務 努力義務
（実施した場合は）

義務

③第三者評価 義務づけなし 義務づけなし 義務づけなし

□ 学校教育法施行規則（第六十六条～六十八条）

学校関係者評価

自己評価

校長のリーダーシップの下、
全教職員が行う
生徒・保護者アンケートを
参考にする

学校関係者評価

学校運営協議会が
学校の教育活動の観察や
意見交換等を通じ

自己評価の結果について評価

第三者評価

外部の専門家が
自己評価や学校

関係者評価をふまえ
専門的視点から実施



学校と地域の協働
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学校 地域
地域学校協働活動



●学校家庭地域連携事業（学家地連）
  中学校区単位で、児童生徒の健全育成を目的にしている。

●まちとともに歩む学校づくり懇話会（まち懇）
 ひらかれた学校づくりをすすめるため地域と学校が意見交換を行う場

☆学校支援地域本部 ⇒ 地域学校協働本部
    学校の教育活動を支援し、地域コーディネーターがつなぎ手となる

☆コミュニティスクール（学校運営協議会設置の学校）                           

 保護者地域が一定の法的な権限を持って学校運営に参画する。

☆学校評議員制度
校長の求めに応じて地域の人が意見を述べることができる。

● 横浜市独自の事業 ☆ 全国で展開されている仕組み

ヨコハマ豆知識 ―まぎらわしい組織・役割の整理－



これからのコミュニティ・スクール

１ 学校運営について熟議し・共に責任を持ち

それぞれの立場で動く

２ 「社会に開かれた教育課程」

実現のために地域学校協働活動につなげる
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第2ステージ・2つのポイント



「誰も取り残さない」 No one behind と言いながら

「すべての生徒が取り残される」 Everyone behind

ことになっていないか？

 学校も地域も経験したことがない課題に直面

している中、歩みを止めず・・・

みんなで最善策を考えていけるかどうかが

問われている
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➀ 学校運営



● 修学旅行をどうする？

● 防災学習を授業で取り入れるには？

● 不登校が増えている・・・

●
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みんなで熟議し、最善策を考えた事例

熟 議の
ススメ
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誰もが自分ごとになり
一体感が生まれ

次の一歩につながった

子どもを主語に熟議をしよう！



小学校学習指導要領 総則編 （平成29 年７月）

“よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創る”

という目標を学校と社会が共有し連携・協働しながら

新しい時代に求められる資質・能力を子供たちに育む

「社会に開かれた教育課程」の実現を目指し、

学習指導要領等が学校、家庭、地域の関係者が

幅広く共有し活用できる「学びの地図」としての役割
を果たす。

14

② 子どもの学び
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日本財団「18歳意識調査」第20回 テーマ：「国や社会に対する意識」（9カ国調査）
2019年11月30日
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桐蔭学園中等教育学校資料

学力の3要素



そのために、地域だからこそできること
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 いろいろな経験、さまざまな人との出会い
 安心して失敗し、そこから学べる
 

そのためには
 大人が用意しすぎず、先回りせず
本物と出会えるよう

 

子どもの本気を
どう高められるかが問われている



体験活動の重要性
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 経済的理由・コロナ禍で体験活動が減っている！
 幼児期からの「体験格差」が将来に影響
 

 体験と知識が結びつくことで、
                  学びが確かなものになる
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地域の現状を把握する
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今後スタートする「社会に開かれた教育課程」の具体的事例として

文部科学省・（独）教職員支援機構 研修資料になった

9年間のカリキュラムと関連づけて考える
横浜市 東山田中学校ブロック

学年 × 教科



一年間の学びと体験を可視化する
神奈川県 まなづる小学校
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月 × 学年
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ひとりひとりの学びのプロセス
年度 × 学年

義務教育学校における
生活科・総合的な学びの時間 高知県 土佐山学舎

土佐山学
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地域と学校でカリキュラムを見直した
岩手県 大槌学園
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新潟県 上越市春日小学校 視覚的カリキュラム
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対象学校の校長は、当該対象学校の運営に
関して、教育課程の編成その他教育委員会
規則で定める事項ついて基本的な方針を作
成し、当該対象学校の学校運営協議会の承
認を得なければならない。

地教行法第４７の５



これからの学校運営協議会
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令和８年４月より
地方教育行政の組織及び運営に関する法律 地教行法第４７の５

校長は教育課程の編成
業務量管理・健康確保措置の実施
その他教育委員会規則に定める事項

について、学校運営協議会の承認を得なければ
ならない。
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成果

学校運営
■学校運営に多彩な人が参画し責任を持つことができる
■問題が起こった時、タイムリーに対処できる
■〇か☓ではない難しい判断の時、後ろ盾になる
■個別最適な学校運営ができ、継続性が高まる

教育内容
■地域ならではのリアルな学びが広がる
■「社会に開かれた教育課程」の実現につながる
■体験と知識がつながり、学びが深まる

学校という場を核に「まちづくり」
■いざ！という時頼りになる信頼関係ができる
■共通の目標・テーマを軸に組織・人がつながる

一体的推進の成果

漢方薬

糠 床
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■自己紹介 所属・名前

子ども時代で忘れられないこと

■グループワーク

・「地域と連携・協働した9年間の学び」を

可視化する

・「質問」があれば短冊に書く

■全体共有
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